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 計画の概要 

■ 計画の目的 

緑の基本計画は、都市緑地法(都市緑地法第４条)に基づき策定される本市の緑のまちづくりの指針とな

る計画です。緑地の保全及び緑化の目標や、その推進のための施策のほか、都市公園などの施設の配置や

整備・管理などの方針を定め、市民・事業者・行政の共創により緑豊かなまちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 計画の位置づけ 

西尾市緑の基本計画は、市の最上位計画である、にしお未来創造ビジョン（第８次西尾市総合計画）やその

他関連計画、また緑に関連する県の計画や方針などの整合を図りながら、市の緑地の保全及び緑化の推進

に関する基本計画として位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 計画期間 

令和５年度（2023年度）から令和 14年度（2032年度）までの 10年間とします。 

ただし、社会情勢の変化や法律の改正などにより、必要に応じて見直しを行います。 

 

■ 計画の対象地域 

本計画は市全域を対象とします。  

① 緑地の保全及び緑化の目標 

 

② 緑地の配置方針 

 

③ 緑地の保全及び緑化の推進のための施策 

緑の基本計画の内容 

市民・事業者・行政 

の共創による実現 

【最上位計画】 

にしお未来創造 

ビジョン 

（ ） 

【関連計画】 

⚫ 西尾市都市計画マスタ

ープラン 

⚫ 西尾市公共施設等総合

管理計画 

⚫ 西尾市環境基本計画 

⚫ 西尾市地域防災計画 

⚫ 西尾市住生活基本計画 

⚫ 西尾市スポーツまちづ

くりビジョン 2040 

など 

西尾市緑の基本計画 

（市町村の緑地の保全及び 

緑化の推進に関する基本計画） 

【 県の関連計画 】 

・愛知県広域緑地計画 ・あいち自然環境保全戦略 

・愛知県緑化基本計画 ・あいち生物多様性戦略 など 

連携 整合 

整合 
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 緑の現況 

■ 緑の量 

緑被率は市全域に対し、約７０％程度（令和３

年（2021 年）１月現在）であり、田畑などの農

地や草地、森林などの緑が多くなっています。 

公共施設緑地は、増加傾向にありますが、民

有地の緑は減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 市民意向 

令和３年（2021 年）に実施したアンケート調

査によると、市内の緑の環境については約半

数の市民が「概ね満足」または「どちらかという

と満足」と回答しています。 

緑のまちづくりの推進にあたって、特に力を

入れていくべきこととして、身近な公園や緑地

の活用推進、里山や農地などの昔からある緑

の保全などが求められています。 

 

  
今後の緑のまちづくりの推進にあたって力を入れていくべき取組 

53.0

47.0

26.8

24.4

22.7

4.7

3.0

0% 20% 40% 60%

市民にとって身近な公園や緑地の活用の推進

里山や樹木、農地（田畑）、神社や寺院等、昔からある緑の保全

市民や事業者との協働による緑の維持管理

新たな緑地の創出、施設の緑化の推進

緑化イベント、緑化教育、環境学習の実施等の緑のまちづくりに関する意識醸成

その他

無回答 （n=1,265）

市内の緑の環境についての総合的な満足度 

15.7 38.5 18.5 11.1 14.6 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

概ね満足している
どちらかというと満足している
どちらかというと満足していない
満足していない
わからない
無回答

（ｎ=1,265）

76

86

227

243

160

162

52

59

4,882

4,171

596

591

2,527

2,483

826

570

482

484

H24

R3

都市公園

公共施設緑地

民間施設緑地

生産緑地地区・特定生産緑地地区

農業振興地域農用地

自然公園

地域森林計画対象民有林

保安林

その他

合計

7,764 

合計

8,259

（単位：ha）

施設緑地

地域制緑地
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 緑の課題 

量の確保、質の向上、持続的な緑のまちづくりの視点から、以下のように本市の緑に関する課題が整理さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共創での緑の創出・保全（全域） 

一色干潟の保全 

市街地を囲み、良好な都市環境の形成

に寄与する農地の保全 

都市の骨格を形成す

る三ケ根山と周辺の

山林の保全   
生き物のすみ処とし

ての緑の保全 

 

三河湾国定公園

の風光明媚な海

岸景観の保全 

安全で親しみのある河川空間の整備 

生き物のネットワークの保全 

工場緑化や周辺の緩

衝緑地となる緑の保

全 

身近な公園の不足地域

における公園の整備   
公園・街路樹などの 

緑の適切な管理   
既存の公園の改修や 

活用促進   
まちの中の農地の保全 

地域の特徴である 

茶畑の景観の保全 

愛知こどもの国

の活用 

憩の農園の活用 

市の主要な玄関口となる西尾駅周辺での 

良好な景観形成 

市の歴史を代表する景観を呈する 

西尾市歴史公園の活用 

西尾いきものふれあいの里や 

平原ゲンジボタルの里の 

環境学習の場としての活用 

地域のランドマークとなる景観である

八ツ面山公園の緑の保全 

多くの観光客が訪れる 

佐久島及び佐久島行船のりばでの 

緑の形成 

量の確保 

持続的な

➢ 市の緑の基盤となる丘陵・山林や優良な農地の保全・活用 

➢ 暮らしに身近な緑の環境の整備 

➢ まちの魅力を高める緑の保全・活用 

➢ まちの安全を守り、親しみのある河川環境の確保 
質の向上 

➢ 共創での緑の創出・保全 

緑の主な課題の図 
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 計画の目指す姿と緑の配置方針 

本市は、豊かな自然環境と歴史資源に恵まれ、西尾地区・一色地区・吉良地区・幡豆地区のいずれの地区

においても特徴ある緑を有しています。本市にとって、緑はかけがえのない宝物であり、市が一丸となって

未来へ継承していくべきものです。西尾らしい質の高い緑を持続的に育んでいくため、緑の基本計画におけ

る基本理念を、『海・川・山・歴史を未来へ みんなで育む 緑が息吹くまち』と定めます。 

また、基本理念を体現させるため、共通認識となる緑の将来都市像を設定します。緑の将来都市像は、本

市の緑の骨格を規定する絵姿であり、面的な緑のまちづくりを進める「緑のエリア」、線的な緑のまちづくり

を進める「緑の軸」、点として緑のまちづくりを進める「緑の拠点」を位置づけます。 

 

 

 

  

＜ 緑の将来都市像 ＞ 

海・川・山・歴史を未来へ  みんなで育む  緑 が息吹くまち 

＜ 基本理念 ＞ 
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 施策 

施策の展開においては、海・川・山・歴史など各地域の特徴的な緑を活かす、多面的な機能が発揮される質

の高い緑を育てる、多様な主体とともに持続的に緑のまちづくりを推進する、以上３つの方向性に基づき、

展開していきます。施策の展開にあたっては、施策が目指す目標を「守る」「つくる」「活かす」「伝える」の４つ

の目標に分け、目標ごとに施策を位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

海・川・山・歴史など各地域の 

特徴的な緑を活かす 

多面的な機能が発揮される 

質の高い緑を育てる 

施策展開の目標 施策展開の方向性 

守る 

つくる 

活かす 

多様な主体とともに持続的 

に緑のまちづくりを推進する 伝える 

―  施策体系（概要）  ― 

 （１） 守 
る 

 

（２） 
つ 
く 
る 

 

（３） 
活 
か 
す 

 

（４） 
伝 
え 
る 

① 森林の保全 

② 海岸の保全 

③ 河川の保全 

④ 農地の保全 

⑤ 寺社や樹木など、市街地の緑の保全 

⑥ 公園・緑地・街路樹などの適切な管理 

⑦ 生態系の保全・再生 

⑧ 共創での緑の維持管理を推進する環境

整備 

① 水と緑のネットワークづくり 

② 公園・緑地・街路樹などの整備 

③ その他公有地の緑化 

④ 民有地の緑化 

⑤ 緑を生かした良好な景観の形成 

① 緑のまちづくりに対する意識

啓発などの取組 

② 緑のまちづくりを進める手法

の周知 

① 公共空間の緑の多面的機能の活用 

② 農地・里山などの活用促進 

③ 特徴ある自然を生かした観光地形成 
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 緑化重点地区 

重点的に緑化の推進に配慮を加えるべき地区として、本計画では６つの緑化重点地区を設定します。これ

らの地区では、地域の状況に応じて官民連携で緑化の取組を積極的に推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保全配慮地区 

三河湾沿いの風光明媚な景観の保

全のため、右図の区域を保全配慮地

区として設定し、景観に配慮した開発

誘導や、市民や事業者が活用できる

緑の保全に関する制度の周知等に努

めます。 

 

６つの緑化重点地区 ②八ツ面山周辺重点

地区  
※設定理由 

✓親子で楽しめる公園整

備を推進しつつ、身近

な里山などの自然環境

の保全が必要 

①西尾駅周辺重点地区 
※設定理由 

✓市の玄関口である西尾駅は

市民や観光客の拠点であ

り、多くの人が活用するた

め、良好な緑の環境構築が

必要 

✓西尾歴史公園や旧城下町の

名残があり、本市のシンボル

として歴史文化が感じられ

る景観の創出が必要 

⑤吉良支所周辺重点地区  
※設定理由 

✓吉良支所周辺は、吉良ワイキキビーチや

尾﨑士郎記念館などの観光地への玄関

口として、おもてなしの緑づくりが必要 

⑥幡豆支所周辺重点

地区  
※設定理由 

✓三河湾国定公園の豊か

な自然環境と調和し

た、緑豊かなまちづくり

が必要 

③一色地域文化広場及

び佐久島行船のりば

周辺重点地区  
※設定理由 

✓一色地域文化広場をコミ

ュニティの核とした地域

中心にふさわしい景観創

出、佐久島行船のりば周

辺のおもてなしに配慮し

た良好な景観創出が必要 

④上横須賀駅周辺重

点地区  
※設定理由 

✓新生活拠点として一体

的な都市整備ととも

に、緑を生かした魅力

あるまちづくりが必要 
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 緑のまちづくりにおける役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画の進行管理 

■ ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

緑の基本計画の進行管理は、マネジメントサイク

ル（PDCA サイクル）の考え方を取り入れ、担当部

署により指標や施策の実施状況を定期的に把握し、

施策の継続性、財源の確保、効率的な事業スケジ

ュールの設定などについて検討を行います。    

■ 計画の評価・見直し 

本計画は、目標年度（令和 14 年度）の中間年と

なる計画策定後５年を目途として、施策・事業の実

施状況を評価し、進捗状況や社会経済情勢、市民

ニーズの変化などに応じて、必要に応じて計画の

見直しを行います。 

市民や団体は、生活の中で身近な緑を育てるとともに、自らが緑づくりの

主役であることを認識し、積極的に地域の緑の保全・整備・維持管理活動に

参加します。また、町内会・自治会や子ども会など、地域の核となる団体な

どが主体となって、緑の保全・創出に取り組むことが重要です。 

・・・ 西尾で暮らし、活動する ひと 

事業者 
事業者は、屋上・壁面緑化や駐車場緑化、工場外周部の緑化などの環境

対策などに取り組むとともに、町内会・自治会や市民活動団体などとの連

携により、地域に密着した緑化の推進が求められています。 

・・・ 西尾で事業を営む ひと 

行 政 
行政は、本計画の具体的な施策を推進するとともに、市民や事業者との

共創体制づくりや、緑に関する活動促進の機会提供などのほか、普及啓発

などに努め、緑のまちづくりの人材育成を図ります。 

・・・ 市政を運営する ひと 

関係人口 ・・・ 市外から、西尾に関わりを持つ ひと 
西尾に関心を持ち、多様な関わりを持つ人々（関係人口）は、観光や景観

スポットとなる緑の空間を訪れて魅力を共有・発信したり、西尾の農産物

を消費したりするなど、緑の積極的な活用が求められます。 

緑の基本計画 緑の基本計画 

R４年度 

策定 評価 見直し 

５年後 
（R９年度） 

10 年後 
（R14 年度） 

20 年後 
（R24 年度） 

 

PLAN 

（計画) 

DO 

（実行) 

CHECK 

（評価) 

ACT 

（改善) 

PDCAサイクルのイメージ 
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発行  西尾市都市整備部公園緑地課   

住所  愛知県西尾市寄住町下田２２番地 メール  kouen@city.nishio.lg.jp 
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